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描かれた平塚空襲 ―空襲体験絵画展―
８月 1 日（水）～ 9 月５日（水）

－２－

 博物館ではこれまで「平塚の空襲と戦災を記録する会」において、平塚空襲の体験者からの証⾔
の収集とその記録を続けてきました。しかし、体験者も⾼齢化し、あるいは故⼈となられ、空襲の
記憶は⾵化しつつあります。

豊田道を逃げまどう市民

（渋谷千鶴子作　空襲体験紙芝居「おもいでのなつ」　当館蔵）

 そこで、空襲の体験を後世に伝えるた
めには⾔葉だけでなく、視覚的にも記録
を残す必要があると考え、2008（平成
20）年から空襲体験者の⽅々を対象に平
塚空襲の体験、情景を描いた絵を募集し
てきました。
 本展⽰ではこれまでお寄せいただいた
空襲体験絵画を⼀堂に紹介いたします。
そこに描かれた平塚空襲の様⼦は様々で
すが、みな体験者それぞれの⽅のつらい
記憶です。これらの絵を通して、戦争の
悲惨さとともに平和の⼤切さを考えてい
ただければ幸いです。

雑貨団 シアトリカル・プラネタリウム　Vol.26

＜公演概要＞　

雑貨団　シアトリカルプラネタリウム Vol.26　「ほしのうみへと」
○日時：2012年 8月31日（金）　①14時 30 分 ～　②18 時 30 分～
○申込：8月7日（火）午前 9時より電話にて受付、先着順
○料金：200 円（18歳未満および 65歳以上は無料） 　 ○定員：60人
　※ シアトリカル・プラネタリウムは、演劇を中心とした作品です。通常のプラネタリウム投影とは異なります。

ほしのうみへと
＜ものがたり＞ 
謎を残して消えた先輩に代わり、宇宙にやってきた上野カンナ。
最新式の作業ロボット「クリシュナ」のテスト中に、不思議な漂流物を回収する。
それは日本の宇宙開発の夢のはじまり、ペンシルロケットだった…。

ありえないロケット、不思議な夢、そして宇宙船の謎の動き、
管制室の秘密……。
 やがて、宇宙を進む人々の思いがはじけ合う。
 人間は宇宙にいてもいいのだろうか。なんのためにいるのだろうか。
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